




































嬉描（cf.嬉跡 FF）」は「嬉描」は FBだが「嬉跡」は FFという意味。
　⑴　FB式複合語 軟阪 竃餓 竃舞 嬉壮 嬉描（cf.嬉跡 FF） 嬉門（cf.
嬉門島 FF） 嬉墫隅 強附 慧僥（cf.慧邪 FF） 御彜 蝕
極 推笥 錐丗 廣過 電錦 篤箭 秘舞 秘礼 貧偏（cf.




  御邪（陣御の御は F）御析 御看 蕊恁 追飽 名賑




FFの例「嬉跡 FF、慧邪 FF、貧廓 FF、和囿 FF」は、趙元任は動賓複合語
として挙げたと考えられるが、どの条件に当てはまるのか。『現代漢語詞典』
























　　　　俐佩 誼恟 宇垤 擦慕 固諮
　趙元任が挙げた語彙が現代語でも軽声であるかを見るため『现代汉语词
典 第五版』を引いてみると、〈書類カバン〉を意味する「护书（護書）」





























































































































　　　　山夘 BB 厘載山夘椎倖傍隈 他動詞
  厘斤噐椎倖傍隈載山夘 自動詞
　　　　廣吭 BB 厘貫栖音廣吭宸窃議並。 他動詞
  載弌議叫廉，豊匆音廣吭。 自動詞
　　　　藻伉 FF 藻伉仇和議甥 他動詞
　　　　（藻舞 FB） 辛炉厘短藻伉 自動詞
　　　　竃井 FB 麿断竃井阻匯何仟慕 他動詞
  椎慕酔竃井阻 自動詞
　　　　岸蓄 FB 麿岸蓄阻匯塁徨議繁 他動詞
  麿氏岸蓄 自動詞
　　他動詞にしかなれない動賓式はずっと少ない。




ほかにも “抱怨” “埋怨” などがある。これは “山夘” とは異なっている。
“山夘” は自動詞になりうる。
　　我埋怨他。  我怀疑丈夫。 他動詞
　 *我跟他埋怨。  我对丈夫很怀疑。 自動詞（対象を前置詞句に）

































　6.5.1であった “盖火 gài・huo” では、賓語が軽声なら動賓複合語とされ
る例で挙げられた。しかしここで挙がっている名詞は賓語は軽声ではない





























































“山夘阻匯和隅” “山夘狛宸倖潤胎” のように “山夘” のうしろに接尾し “山”
と “夘” は遊離しない。つまり “山了夘” “山过夘” のようにはならない。









































　この “弌伉” も “山夘”（そして “讨厌”）と同様、感情の状態を表し、
形容詞的性質をもっている。“弌伉”はアスペクト詞、数量詞がついても“弌
伉狛匯肝” “弌伉泣隅” となり、“弌狛匯肝伉” “弌泣隅伉” のように遊離
することはない。









　“社戦議並低匆不裏購泣隅伉亜” における “社戦議並” は、意味的には “購






























　以上の “关心” “放心” “担心” “注意” は向心用法と離心用法を兼ね備え、
かつ遊離用法18）をもっている。この点で自他動可能だが自動でも遊離しな














　　　　郭蝉 択亂 牢腰 孀竪　複合語ではない。二語のフレーズ
　　　　牌恁 窟夏 麻凋 鍬然　一定の語彙性（単字の意味とは違う）
　　　　恂試 嘘慕 僅通 蝕概
　この語彙的意味での認定は、動賓の構成要素が自由形態素の組み合わせ


































　　語彙性 田瀧謄 たたく・馬の尻 →こびへつらう
　　組み合わせ頻度 性購狼 引く・縁故 → 縁故をむすぶ、コ
ネをつくる
　　語彙性 蝕概 開く・車 →車を運転する








































　　　　凵弊 BB　蛍嫡 FB　怒瞬 FF
　“凵弊” は “厌学” “厌食” などと同様に向心的であって遊離できない。













































































１） 6.5 Verb-Object(V-O) Compounds.趙元任 1968 A grammar of spoken Chinese 
University of California Press, p. 415‒434
 　丁邦新譯『中國話的文法（增訂版）』中文大學出版社，p. 214‒222

















造主義の IC分析における考え方である。“cold water” のという構造体の統
語機能（＝名詞）は直接構成素 waterで代表させることができ、中心が中に
ある。これを内心構造という。これに対して “John put a book on the table.”
の “on the table” の統語機能（＝副詞）は、直接構成素 “on” にも “the 
table” にもなく、中心は外にある。これを外心構造という（小泉保『言語学
コース』大修館書店、1984、p. 154‒157）。趙元任はこれを動賓複合語の統語
構造にも適用した。“他结婚了” における “结婚了” という構造体のもつ自
動詞性は、直接構成素 “结” と “婚” の動賓関係の中で完結しており、内心

























16） 対象名詞を付帯する時 “小心” は他動で “你要小心那个人”、自動で “他
对那个人很小心” のように言うことができるが、“讨厌” では他動の “我讨
厌那个人” は自動で “我对那个人很讨厌” と言うことはできない。じつは「自
動」の “那个人很讨厌。” における “讨厌” は他動 “我讨厌那个人” の目的
語を主語としているので、ヴォイスが転換している。したがって「自他動対
応」と言っても、“讨厌” は “小心” タイプと違うのである。このため趙元
任はこれを離心用法の形容詞としたのであろう。“怀疑” は “小心” タイプ
であって、他動 “我怀疑那个说法。” 自動 “我对那个说法很怀疑” と対応し、
対象名詞を主語にして “那个说法很怀疑” と「ヴォイスの変換」をすること
はできない。
17） ここでは “担心” “关心” “留心” と同類の動賓複合語と見なす。つまり「小
さい心」という偏正構造ではなく「心を小さくする」という動賓構造である
と考える。
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